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論 　 文 　 内 　 容 　 の 　 要 　 旨

An－1型の有理Cherednik代数Hc（ n）は，CherednikによるAn－1型の２重アフィンヘッケ代数の q=1の極限であり，他

方EtingofとGinzburgは，An－1型の場合を含む一般の定義を与えている。GordonとSta ordは，Haimanのn!定理を非可

換代数の立場から理解することをめざしてHc（ n）のフィルター付き加群のカテゴリーから，n点のHilbert scheme上の連

接層のカテゴリーへの函手を構成し，加群Mのフィルターによらない不変量となるMの特性サイクルを連接層の台と定義

し，標準加群の場合にそれを決定した。本論文では対称群 nを l次巡回群 lに置き換えたときの有理Cherednik代数

Hκ（ l）についての同様な問題を解いている。

有理Cherednik代数Hc（ n）は， nが作用し，それぞれ可換な２組合計2n個の生成元χ=（χ1 , . . . ,χn）と y=（y1 , . . . , yn）を

持つ。χと yの間の交換関係は値を nに取りパラメタ cに依存する。有理Cherednik代数Hκ（ l）は， lの作用する２個

の生成元χ, yを持ち，χと yの間の交換関係は値を lに取り l次元のパラメタκ=（κ０, . . . ,κl－1）に依存する。加群のカテゴ

リーから連接層のカテゴリーへ移ることの要点は，非可換なχと yから，フィルター付きから次数付きへと主シンボルに移

ることによって可換なものを得ることにある。この部分ではH c（ n）の場合は2n次元の多様体が出てくるのに対して，

Hκ（ l）では２次元となって簡易化されている。２次元とはいえ， lの作用で割った空間は特異点をもつ。この特異点は

A（1）
l－1型のDynkin図形に対応する次元ベクトルがδ=（1 , . . . , 1）のquiver varietyによる特異点解消をもつ。

他方，不変量としての特性サイクルの記述には，パラメタ空間の次元が１から lに増加していることからくる複雑さがあ

らわれる。本論文の第一の結果は，加群のパラメタをκからκ+θに移動する函手を構成し，それがカテゴリーの同型にな

るための十分条件を非自明な場合を含む形に決めたことである。θは l次の整数ベクトルである。この結果は，l次元のパ

ラメタ空間においてκとθを扱っているという点が新しい。Hκ（ l）を，quiverの表現空間の上の l行 l列の微分作用素環

の 不変式の部分空間のquotientとして実現したものを とする。λはquotientの取り方のパラメタでありκから決ま

る。 の（0 , 0）成分のみを考えた部分代数 は と森田同値であり，両者の加群のカテゴリーは同型となる。 において

は微分作用素環の不変式の代わりにθ半不変式を考えることによって，パラメタの移動函手を誘導する両側加群が構成でき

る。

第二の結果は， の加群のカテゴリーからquiver variety上の連接層のカテゴリーへの函手を構成し，正則表現の像が

quiver variety上のtautological bundleとなることを示した。函手の構成には，quiver variety を，quiverの表現空

間の余接空間のmoment mapの零点上に，quiverの安定性条件のパラメタθの自然数倍mθに対する半不変式の作る次数

付き加群S を考え，それに対する射影的概型として表示する。 加群M が与えられたとき，自然に誘導されるS 加群か

ら， 上の連接層を誘導する。Mとして 自身を考えるとtautological bundleが得られることの証明には， をト

ーリック多様体として表示しておいて，コホモロジーの消滅を示す。

第三の結果は，標準加群Δλ（θ）の特性サイクルを決定した。よく知られているように，Klein特異点 2/ lの特異ファ
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イバーはA l－1型Dynkin図形で表される。安定性条件のパラメタθを決めると，標準表現の包含関係から決まる集合 lの

包含関係を細分した順序が定義できて，その順序を使ってΔλ（θ）に対応する連接層の台が決まる。

以上が本論文の主要結果である。

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本論文は表現論と代数幾何学の交差する幾何学的表現論における最新の話題を扱ったものであり，quiver varietyの新し

い応用を示したという点で高く評価される。よって博士学位論文として優秀なものと認めた。

Haimanによるn!定理の証明は可換代数と組み合わせ論における最近の最高到達点といえるが，非可換代数の立場からこ

の結果をどのように理解できるかは重要な問題である。この問題に対するGordonによる最新のアプローチにおいては有限

群として nと lのwreath productを考えた場合のCherednik代数を用いた予想が定式化されている。これはGordonと

Staffordによる l=1の結果を拡張したものである.申請論文ではn=1の場合にこの予想を解いた。

申請者は，博士課程入学時よりGordonとStaffordの論文に注目しその結果の一般化を目指した。有限群を lとし移動パ

ラメタが特別な場合に結果を得て，Gordon氏の来日の機会にその結果を話したところ，一般の場合も含めて考察するよう，

助言をうけた。一般の場合の考察にはquiver varietyのコホモロジーの計算などの技術的な困難を乗り超える必要があった

が，Gordon氏の適切な指導のもと，完全な結果を得たことは高く評価できる。




